
実績額
（交付金
充当額）

単位：円 指標値 単位 目標年月 実績値 事業効果
　事業の
　評価

外部有識者
からの意見

　今後の
　方針

今後の方針の理由

1

渋川市総合戦略策定
事業

【企画課】

7,232,787 指標 ― ― ― ― ―
地方創生
に効果が
あった

―

・アンケート調査を実
施することで市民が現
状を把握することがで
きたので、よかったの
ではないか。
・今後、成功・課題の
要因分析が必要では
ないか。分析について
は、経済効果まで広げ
て分析できたらなお良
いのではないか。

事業の
継続

渋川市まち･ひと･しご
と創生検討会議で、重
要業績評価指標等に
より事業・施策の検証
を行い、必要に応じて
総合戦略の見直しを行
う。

2

しぶかわシティプロ
モーション事業

【秘書広報課】

5,188,234 指標
平成27年度
市内宿泊者

1,173,300 人 H28.3 1,225,757

地方創生
に非常に効
果的であっ
た

総合戦略
のKPI達
成に有効
であった

・人の流れをつくるた
めには、プロモーショ
ンは重要であるので、
引き続き実施していた
だきたい。
・宿泊者数をＫＰＩとし
ている事業がいくつか
あるので、それぞれの
事業がどのような効果
があったかをもう少し
詳細に分析する必要
があるのではないか。
・外部要因として、経
済的な影響や県の宿
泊券などの影響も考
えられるので、その効
果はどうだったのかな
ど、総合的に分析をす
る必要があるのではな
いか。

事業の
継続

実績で事業効果が高
いことを確認できたた
め、他課との連携など
プロモーションの手法
を検討しつつ今後も継
続する。

指標①

子育て世帯等
が参加する、
地域防災訓練
等における避
難所設営訓練
の実施

2 回 H28.3 12

指標②

保育園・幼稚
園等での設営
訓練への参加
世帯

100 世帯 H28.3 141

4

おもてなし無料Wi-Fi
環境整備事業

【事務管理課】

885,708 指標
平成27年度
市内宿泊者

1,173,300 人 H28.3 1,225,757

地方創生
に非常に効
果的であっ
た

総合戦略
のKPI達
成に有効
であった

・よい事業である。
・引き続き無料Wi-Fiを
整備していただきた
い。

事業の
継続

目標値を達成し一定程
度の効果が見込まれ
る中、平成27年度中に
設置が間に合わなかっ
た事業者等から改めて
設置したい旨の問い合
わせを受けている。
早期の環境整備を促
すため、平成29年度ま
でに集中的に観光拠
点を中心として継続実
施する。

指標① 協力店 50 店 H28.3 21

指標② 授乳室の確保 5 室 H28.3 12

指標③ マップ配布 1,000 冊 H28.3 1,692

指標④
アクセス数
（ＰＣ版）

1,000 H28.3 609

○ 地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金（地方創生先行型）に係る事業実施結果
    （各交付対象事業の重要業績評価指標（KPI）の実績値等）

本事業における重要業績評価指標（KPI）
　 本事業終了後に
　 おける実績値

外部有識者からの評価
　　　実績値を踏まえた事業の
　　　今後について

指標

№ 交付対象事業の名称

3

こども安心防災備蓄品
整備事業

【防災安全課】

8,746,040

地方創生
に非常に効
果的であっ
た

総合戦略
のKPI達
成に有効
であった

・市民が防災意識を持
つように今後も続けて
いただきたい。
・障害者への対応も視
野に入れて進める必
要があるのではない
か。
・防災訓練は目的を
もっと明確化して実施
する必要があるので
はないか。

事業の
継続

今後も本事業を継続し
て行くことで、より多く
の子育て世帯へ、事業
の理解と災害時の対
応を学ぶことができる
機会を提供する。

5

親子安心おでかけ応援
事業

【こども課】

5,667,588

地方創生
に相当程
度効果が
あった

総合戦略
のKPI達
成に有効
であった

・よい事業だと思うの
で、引き続き実施し、
民間事業者へ協力店
を広げていただきた
い。
・場所の確保だけでは
なく、授乳に必要なお
湯の確保など、より効
果のあるサービスにな
るよう検討していただ
きたい。
・情報発信をさらに工
夫していただきたい。

事業の
継続

協力店数が目標に達
しなかったため、補助
金等を活用して協力店
を増やしていく。子育て
親子が安心して外出を
楽しめるよう、市内幼
稚園、保育園にマップ
を配布するとともに、乳
児健診時などでも配布
し、周知を図る。また、
市ホームページのリン
クの見直しなどを行
い、マップページのアク
セス数増加を図る。

■ 表の見方

１　 事業効果

　　　「地方創生に非常に効果的であった」は指標が目標値を上回ったなどの場合、「地方創生に相当程度効果があった」は目標値を上回ることはなかったものの

　　目標値を相当程度（７割～８割）達成したなどの場合、「地方創生に効果があった」は目標値を上回ることはなかったものの事業開始前よりも改善したなどの

　　場合、「地方創生に効果がなかった」は実績値が本事業開始前の数値よりも悪化しているなどの場合となっています。

２　 事業の評価

　　　「総合戦略のKPI達成に有効であった」、「総合戦略のKPI達成に有効とは言えなかった」から選択となっています。

３　 今後の方針

　　　「追加等更に発展させる」、「事業内容の見直し（改善）」、「事業の継続」、「事業の中止」、「予定通り事業終了」から選択となっています。
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6

すこやか保育環境推進
事業

【こども課】

13,699,600 指標
平成27年度末
市内保育・幼
稚園在園児

2,475 人 H28.3 2,406
地方創生
に効果が
あった

総合戦略
のKPI達
成に有効
であった

・継続して事業を実施
していただきたい。
・自治会とも協力して
実施していくべきでは
ないか。
・働いている人の労働
環境の改善と併せて
取組んでいく必要があ
るのではないか。
・勤務先がどこかな
ど、立地についても考
慮する必要があるの
ではないか。

事業の
継続

児童数の減少を防ぐた
め、情操教育環境の充
実を図り、公立幼稚
園、保育所では、英語
教室や和太鼓教室の
実施を継続、民間保育
園、幼稚園には同活動
に対する補助を継続し
ていく。

指標①
｢選別農薬農
法｣農作物新
商品開発

2 品 H28.3 2

指標②
「選別農薬農
法」農作物販
売店等

8 か所 H28.3 8

指標①

竹炭を土壌改
良材として栽
培を行う実証
圃

8 ha H28.3 3

指標②
タケノコ加工品
の商品化

1 種類 H28.3 1

指標①

市で活用する
空店舗２店舗
の１店舗当た
り年間利用者
見込み

2,600 人 H28.3 2,929

指標②

出店者に対し
補助金交付
（家賃及び改
修費補助）見
込み

13 件 H28.3 7

10

伊香保石段街観光
案内所運営事業

【観光課】

489,720 指標
平成27年度
市内宿泊者

1,173,300 人 H28.3 1,225,757

地方創生
に非常に効
果的であっ
た

総合戦略
のKPI達
成に有効
であった

・観光地として、第一
印象をよくするために
継続して実施していた
だきたい。
・雨の日の対応や外
国人の対応など多様
な対応、きめこまかな
対応が必要ではない
か。

事業の
継続

指標値を上回ってお
り、事業効果があると
考えられるため。今後
も観光案内所の利便
性を向上させ、おもて
なしの強化を図る。ま
た、各種キャンペーン
への積極的な参加な
どの取り組みにより更
なる集客に繋げる。

11

観光宣伝海外トップ
セールス事業

【観光課】

1,859,294 指標
伊香保温泉外
国人観光客宿
泊客

13,200 人 H28.3 8,030
地方創生
に効果が
あった

総合戦略
のKPI達
成に有効
であった

・温泉だけではなく、地
域の食材などほかの
魅力も併せて発信した
方がよい。
・おもてなし無料Wi-Fi
環境整備事業とうまく
連携することでより多
くの外国人観光客を誘
客できるのではない
か。
・１回だけではなく、毎
年行くと効果が出てく
るのではないか。

事業の
継続

指標値には届かなかっ
たものの、平成25年度
から平成26年度実績
値がほぼ横這いであっ
たのに対し、平成27年
度実績値は相当な増と
なっており、事業効果
があると考えられるた
め。引き続き、台湾で
のトップセールスなど
情報発信を積極的に
行う。

7

｢選別農薬農法｣農作物
新商品開発・販促支援
事業

【農林課】

2,654,748
地方創生
に効果が
あった

総合戦略
のKPI達
成に有効
であった

・ブランドの立ち上げ、
新商品開発は、地域
の活性化には非常に
重要だと思うので、続
けていただきたい。
・ＰＲも含めて、一般の
方にもわかりやすい説
明をする必要があるの
ではないか。
・もう少し販路開拓に
取組む必要があるの
ではないか。

追加等
更に発展
させる

学校給食等への利用
を進め、当農法の生産
拡大に向けた消費拡
大を図りたい。

8

竹林資源循環活用
促進事業

【農林課】

1,741,500
地方創生
に効果が
あった

総合戦略
のKPI達
成に有効
であった

・非常によい取組だと
思う。
・竹炭以外の活用方
法についても検討する
必要があるのではな
いか。
・ビジネスとして成り立
つように方法を検討し
ていただきたい。

追加等
更に発展
させる

竹炭の土壌改良材の
チラシを配布し、利用
者を増やしていく。
タケノコの水煮の真空
パックをイベントで無料
配布し、渋川のタケノコ
のPR等を行い、商品
化へ繋げる。

9

空き店舗活用等にぎ
わい創出推進事業

【商工振興課】

23,454,105

地方創生
に相当程
度効果が
あった

総合戦略
のKPI達
成に有効
であった

・高校生の憩いの場は
非常に評判がよい。
・空き店舗に出店して
もらうだけではなく、誘
客を促進する仕掛け
が必要ではないか。
・目標に達しなかった
原因を分析する必要
があるのではないか。

事業の
継続

新たな賑わいや雇用を
創出させるために、公
的活用施設の維持管
理及び出店者への交
付金事業を継続して実
施する必要があると考
える。


